ご使用前に必ずお読み下さい 

サイクロン式クリーナーは、紙パックを使わずダス S カップ内にゴミをためまず。 

ゴミの種類により、ゴ S ずてラインにゴミがたまる前に吸込力が弱くなる場さがありまず。 
このよラなとさは、ネット（ダス h カップ)とフイルターのお手入れをしてくださし、。 

吸込力を持続させるために、お掃おが終わったらこまめにゴミを捨てましょラ。 


ネット（ダス h カップ)とフイルターのお手入れのしかた 


ネット（ダストカップ)とフィルターは吸込力を持続させるためにこまめにお手入れしてください。 
ただし、お手入れの頻度はゴミの種類や使用頻度じより異なりまず。 

※フィルターのはずし方、セッ h のしかた々:ど詳しくは、取扱説明書をご覧くださし、。 


三ネット（ダストカップ)ゴミの取り方^ 


ネッ h についたゴ5をティッシュペーパーで取り除いてくださし、。 
参ネッ h は強く巧さないでください。破損の原因となりまず。 




•水洗い後、フィルター-ネツ h にゴ S が残ったまま熬燥しま 
ずと臭いが発生ずることがありまず。 

フィルター-ネツ hi こ巧着したゴミが取れにくい場合は、を 
し、館ブラシ等でお手入れしてくださし、。 

フィルターを広げながら洗ったり、容器に水をため、つけ置 
さ洗いをずるとゴ5が落ちやずくな0まず。 

•お手入れ後は、必ず十分に乾燥させてからセツ h してください。めれたままでご使用になると故障の原因 
となりまず。 

•性能•品質の保証がでさませんので、洗剤•漂白剤などを使用したり、洗濯機で洗ったり、暖房器具- 
ドライヤーなどの熱風で乾かさないでくださし、。 



床ブラシのお手入れのしかた 


床ブラシは、回転部-お手入れカバー-ケース下部が水洗いでさまず。 


※はずし方、 t ッ h のしかたなど詳しくは、取扱説明書をご覧くださし、。 



回転部-お手入れカバー-ケース下部を洗った後水気を切り、 
十分に自然を燥させてくださし、。 

•回転部-お手入れカバー-ケース下部(外は、水洗いしなし、 
でください。故障の原因となりまず。 

•お手入れ後は、必ず十分に訖燥させてからセツ h してくださし、。 

めれたままでご使用になると故障の原因となりまず。 

•性能-品質の保証がでさませんので、洗剤-漂白剤などを使 
用したり、洗濯機で洗ったり、暖房器具-ドライヤーなどの 
熱風で乾かさないでください。 

♦お手入れ後、ご使用になるとさは必ずケース下部を取り巧け 
てください。性能-品質の保註がでさません。 




ケース下巧 
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